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?
　瀬　玲　子
柘植光彦先生は,二〇〇九年三月をもって専修大学を退職されることにな-ました｡お元気で定年を迎えられたこ
とはたいへん喜ばしく､心よ-お祝いを申し上げます｡
柘植先生は､東京大学文学部フランス語フランス文学専修課程をご卒業になったあと､東京大学大学院では国語国
文学を専攻されました｡修士課程においては近代文学をご研究にな-､修士論文では永井荷風を論じられました｡さらに博士課程に進まれてからは戟後･現代文学を研究対象とされ､大江健三郎二二島由紀夫･埴谷雄高･福永武彦･遠藤周作･村上春樹など三十人ほどの作家 つ 多彩な業績 重ねてこられました｡
日本文学研究においては､ きている作家 まだ業績が確定してないため扱わないというのが普通であったなか
で､柘植先生は現代 研究 いう新 い分野を楓爽と切-開いてこられました｡今まさに次々と書かれつつある作品を追いかけていくというのは､緊張を緩めることのできな た へんな作業であろうと思います｡文学が多様化している近年におい はなおさらです｡先生が長さにわたってその うなお仕事を続けておられることは､まさしく偉業といえましょう｡
先生が専修大学に着任されたのは一九七四年､以来三五年にわたって文学部および大学院の教育に尽力 まし
た｡文学部国文学科･日本語日本文学科の講義･ゼミナールでは､現代文学以外に､文学の周辺メディアである映画:アレビ÷ンガ･アニメなども取-上げ れ､オーディオ･ヴィジュアル機器を駆使して行われる授業は､学生
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たちの人気の的です｡学生たちは'学問や研究の対象になるとは思わなかった分野の作品があざやかに読み解かれてい-ことに新鮮な驚きを感じるのでしょう｡柘植ゼミナールを希望する学生も多-､先生が主査として審査された卒業論文の総数は'八四〇に上るとうかがっております｡
また'先生は大学院においても多-の院生を育てられました｡修士課程はもちろんのこと､特に博士課程で現代文
学を研究できる大学院 珍しいため､他大学からも柘植先生のもとで学びたい 入学する院生が集まりました｡修士の学位 取得した者は四二名､博士の学位を取得した者は十七名を数えます｡そのなかには'中国･イタリア･韓国･台湾･タイからの留学生で､現在では帰国して大学の専任教員とな-'研究者として活躍している人たちもいます｡
若々しい装いでキャンパスを閥歩される先生は'と 定年を迎えられるようには見えません｡惜別の思いは尽き
ませんが､日本語日本文 会を代表し'感謝の意を込めて送別の辞とさせていただき ｡
二〇〇八年十月
